
提
　
言

　

Society 5.0

の
実
現
に
向
け
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ⅹ
）も
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
中
堅
・
中

小
企
業
を
含
む
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
課
題
解
決
と
価
値
創

造
を
実
現
し
、
我
が
国
産
業
の
国
際
競
争
力
を
高
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
経

団
連
で
は
、
製
造
業
を
中
心
に
、
い
わ
ゆ
る
系
列
企

業
等
大
企
業
と
受
発
注
関
係
に
あ
る
企
業
を
主
な
対

象
と
し
て
、
商
流
・
金
流
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た

課
題
と
必
要
な
施
策
に
つ
い
て
検
討
し
、
２
０
２
０

年
９
月
に
報
告
書
「Society 5.0

時
代
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
」
を
取
り
ま
と
め
た
の
で
、
そ
の
内
容
を

紹
介
す
る
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
現
在
と
未
来

　

我
が
国
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
近

年
、
従
来
の
大
企
業
を
頂
点
と
す
る
階
層
構
造
か
ら
、

企
業
間
で
の
情
報
共
有
や
協
業
が
進
む
水
平
構
造
へ

の
変
化
の
動
き
が
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
う
ま
く
活
用
し
な
が
ら
、
中
小
企

業
が
特
定
の
大
企
業
の
み
な
ら
ず
様
々
な
主
体
と
連

携
し
て
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る｢

複
層
型
の
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン｣

を
広
め
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　

ま
た
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

拡
大
・
深
化
、
中
小
企
業
に
お
け
る
高
齢
化
・
人
手

不
足
の
深
刻
化
な
ど
と
い
っ
た
変
化
へ
の
対
応
も
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
昨
今
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
下
に
お
け
る
接

触
機
会
抑
制
の
観
点
か
ら
も
、
業
務
の
自
動
化
・
非

接
触
化
と
い
っ
た
「
デ
ジ
タ
ル
強
靭
化
」
を
徹
底
的

に
進
め
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
革
新
が
実
現
し
たSociety 5.0

時
代
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
、
例
え
ば
、
各
社
が
ア
ナ
ロ

グ
ベ
ー
ス
の
受
発
注
や
決
済
か
ら
解
放
さ
れ
、
デ
ー

タ
に
基
づ
く
客
観
的
な
品
質
管
理
、
在
庫
状
況
の
的

確
な
把
握
な
ど
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
は
、
従
来

の
元
請
、
下
請
関
係
に
留
ま
ら
ず
、
業
種
や
地
域
を

越
え
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
拡
大
し
、
新
た
な
価

値
の
創
造
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

本
報
告
書
で
は
、
こ
の
よ
う
な
将
来
像
を
実
現
す

る
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、「
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
る
個
社
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
」
と
、

「
企
業
間
取
引
の
効
率
化
・
見
え
る
化
」
の
二
つ
に

つ
い
て
整
理
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る 

個
社
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し

　

中
小
企
業
に
お
い
て
も
、
人
手
不
足
な
ど
を
背
景
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に
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導
入
す

る
機
運
が
高
ま
る
一
方
、
人
材
や
知
識
の
不
足
、
費

用
対
効
果
へ
の
理
解
不
足
な
ど
の
課
題
に
直
面
し
て

い
る
。
そ
の
克
服
に
向
け
て
、
官
民
で
デ
ジ
タ
ル
化

の
メ
リ
ッ
ト
や
重
要
性
を
発
信
し
、
理
解
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
支
援
を
行
う

こ
と
が
改
め
て
重
要
と
な
る
。
経
団
連
と
し
て
も
、

用
や
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
が
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
円
滑

化
に
資
す
る
と
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、
決
済
等
の
取
引

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
企
業
の
信
用
力
が
可

視
化
出
来
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

製
造
現
場
の
デ
ー
タ
共
有
・
活
用

～
さ
ら
な
る
検
討
課
題

　

報
告
書
で
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
、
製
造

現
場
の
デ
ー
タ
活
用
が
も
た
ら
し
得
る
さ
ら
な
る
可

能
性
に
つ
い
て
も
提
起
し
て
い
る
。
商
流
・
金
流
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
加
え
て
、
製
品
・
設
備
デ
ー
タ
や
技

術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
に
関
す
る
デ
ー
タ
な
ど
、
製
造
現
場

の
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
の
適
正
化
、

品
質
検
査
の
自
動
化
や
新
た
な
価
値
の
創
出
に
繋
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
今
後
も
起
こ
り
得

る
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
、
大
規
模
自
然
災
害

な
ど
様
々
な
リ
ス
ク
に
対
し
て
強
靭
な
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
上
で
も
、
デ
ー
タ
の
共
有
・
活

用
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
デ
ー
タ

連
携
に
向
け
て
、
ま
ず
は
、
シ
ス
テ
ム
の
全
体
像
を

整
理
す
る
と
と
も
に
、
標
準
化
を
推
進
し
て
相
互
運

用
性
を
高
め
る
た
め
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け

る
デ
ー
タ
連
携
全
体
に
つ
い
て
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

を
設
計
す
る
必
要
が
あ
る
。
併
せ
て
、
デ
ー
タ
の
中

に
は
企
業
の
競
争
力
に
直
結
す
る
も
の
も
含
ま
れ
る

た
め
、
デ
ー
タ
共
有
の
範
囲
は
慎
重
に
議
論
し
て
い

く
こ
と
も
不
可
欠
で
あ
る
。

　

経
団
連
で
は
今
後
も
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
は

じ
め
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
共
存
共
栄
や
、
規
模
等

を
超
え
た
新
た
な
連
携
の
創
出
に
向
け
て
、
各
社
に

お
い
て
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
を
通
じ

た
取
り
組
み
を
呼
び
掛
け
て
き
て
い
る
。

　

人
材
育
成
や
地
域
支
援
体
制
の
構
築
・
強
化
も
欠

か
せ
な
い
。
一
定
規
模
以
上
の
企
業
に
お
い
て
は
、

自
律
的
に
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
け
る
よ
う
、
産
学
官

連
携
な
ど
に
よ
り
社
内
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
個
社
に
合
わ
せ
た
適
切
か
つ
迅
速
な

支
援
が
出
来
る
よ
う
、
政
府
や
関
係
団
体
が
専
門
家

派
遣
、
支
援
拠
点
の
拡
充
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
と
な
る
。

企
業
間
取
引
の
効
率
化
・
見
え
る
化

　

商
流（
受
発
注
等
）に
つ
い
て
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ

な
ど
ア
ナ
ロ
グ
ベ
ー
ス
の
商
慣
習
が
根
強
く
残
る
現

状
に
お
い
て
、
国
や
大
企
業
か
ら
中
小
企
業
に
対
し

て
受
発
注
シ
ス
テ
ム（
Ｅ
Ｄ
Ｉ
）の
導
入
を
促
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
取
引
先
ご
と
に
異

な
る
Ｅ
Ｄ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
が
使
わ
れ
る
「
多
画
面
問

題
」
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
デ
ー
タ
連
携
方
法
の
標
準

化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
政
府
が
国
際
標
準
に
準
拠
し

て
整
備
し
た
「
中
小
企
業
共
通
Ｅ
Ｄ
Ｉ
」
の
普
及
が

重
要
で
あ
る
。

　

商
流
と
併
せ
て
期
待
さ
れ
る
金
流（
決
済
等
）の
デ

ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
紙
媒
体
で
の
や
り
取
り
・

管
理
、
あ
る
い
は
売
掛
金
の
消
し
込
み
と
い
っ
た
経

理
業
務
を
効
率
化
す
べ
く
、「
全
銀
Ｅ
Ｄ
Ｉ
シ
ス
テ

ム
」
と
商
流
Ｅ
Ｄ
Ｉ
と
の
連
携
に
よ
り
、
受
発
注
か

ら
決
済
ま
で
一
貫
し
た
経
理
処
理
の
自
動
化
を
図
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
併
せ
て
、
電
子
記
録
債
権
の
活

図表　Society 5.0時代のサプライチェーン
デジタル革新を活用した将来のサプライチェーンの理想像

• デジタルでの受発注・決済で間接業務が
飛躍的に効率化。

• 生産性向上により生み出されたリソースを
活用し、企業が独自の競争力を強化。

アナログベースの受発注・決済からの解放アナログベースの受発注・決済からの解放１

• 従来の元請、下請関係にとどまらず業種や
地域を越えてサプライチェーンが拡大。

• 新たな取引相手に対しても、データに基づき
信用が確保され、安心な取引が可能に。

アナログベースの受発注・決済からの解放新たな取引関係の構築や価値の創造３

• 発注企業、受注企業双方で、データに基づく
客観的な品質管理・保証が可能に。

• 必要なデータの共有により、
在庫状況等を的確に把握。大規模災害、
感染症のパンデミックなど不測の事態に
対しても、迅速かつ柔軟な対応が可能に。

アナログベースの受発注・決済からの解放品質・トレーサビリティの向上２

見える化による生産性向上
　品質、トレーサビリティ確保

従来の系列を超えたつながり
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